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広
報
は
や
ま
6
月
号

　

こ
の
区
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
は
、
浄
化
槽

を
で
き
る
だ
け
早
く
廃
止
し
、
く
み
取
り
便
所
は

三
年
以
内
に
水
洗
化
ト
イ
レ
に
改
造
し
て
、
台
所

や
風
呂
場
、
ト
イ
レ
な
ど
か
ら
出
る
汚
水
を
直
接

公
共
下
水
道
に
流
せ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
町
が
設
置
し
た
公
共
汚
水
ま

す
に
直
接
流
せ
る
よ
う
、
排
水
設
備
を
個
人
が
自

費
で
施
工
し
、
管
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
排
水
設
備
工
事
は
、
町
が
指
定
し
た
指

定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

下
水
道
課　

�
内
線
三
六
一
〜
三
六
四

公
共
下
水
道
の
使
用
で
き
る
区
域
を
拡
大
し
ま
し
た



７

下水を排除及び
処理する区域

　

文
部
科
学
省
の
『
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
新
プ
ラ
ン
・
地
域
と
学
校
が
連
携
協
力
し

た
奉
仕
活
動
・
体
験
活
動
推
進
事
業
』
を
受

け
て
、
町
で
は
葉
山
町
子
育
て
教
育
会
議
を

推
進
組
織
と
し
て
「
葉
山
町
青
少
年
体
験
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
、
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
内
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
主
に
青
少
年
の
体
験
活
動

に
関
し
て
、
▼
情
報
の
収
集　

▼
指
導
者
の

紹
介　

▼
情
報
の
提
供
・
発
信
（
情
報
誌
の

発
行
）　

▼
相
談
活
動
お
よ
び
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
等
を
中
心
に
、
業
務
を
行
い
ま
す
。

「
こ
ん
な
こ
と
や
り
た
い
な
」「
ど
こ
に
聞
け

ば
い
い
ん
だ
ろ
う
」「
地
域
に
何
が
あ
る
ん
だ

ろ
う
」
子
ど
も
た
ち
の
要
望
に
お
答
え
で
き

る
よ
う
に
相
談
員
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

七
月
に
は
情
報
誌
第
一
号
を
発
行
し
、
夏

休
み
を
楽
し
く
有
意
義
に
過
ご
す
た
め
の
情

報
を
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
各
団
体
、
サ
ー
ク
ル
で
実
施
す
る

青
少
年
対
象
講
座
な
ど
の
情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

愛
称
（
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
）
募
集

　

葉
山
町
青
少
年
体
験
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

の
愛
称
（
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

採
用
者
に
は
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
応
募
を
待
っ
て
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

生
涯
学
習
課
内
葉
山
町
青
少
年
体
験
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー　

�
内
線
四
五
三

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

m
anabi@

tow
n.hayam

a.kanagaw
a.jp

締
切　

六
月
十
日（
木
）

葉
山
町
青
少
年
体
験
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
し
た

体験活動支援

センターって　どんなこと　するの？

　　たとえば

　手作り体験してみたいな！

　ボランティア活動したいんだけど…

　自然体験できるイベントは？

　親子でできることあるかしら…

気軽にご相談ください。

お
知
ら
せ



８

広
報
は
や
ま
6
月
号

期
日
前
投
票（
不
在
者
投
票
）の

場
所
が
消
防
庁
舎
に
変
わ
り
ま
す

　

公
職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
期
日
前
投
票
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　

期
日
前
投
票
の
場
所
は
、
消
防
庁
舎
１
階
玄
関
脇
の
会
議
室
と
な
り
ま
す
。

　

会
場
は
、
選
挙
公
示
日
の
翌
日
か
ら
投
票
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
選
挙
の
ご
案
内
は
町
内
チ
ラ
シ
や
広
報
板
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
消
防
庁
舎
に
は
、
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
役
場
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会　

�
内
線
二
六
〇

歩道 

葉山小学校校庭 

国道１３４号線 

花の木公園 

歩道 

消防署 

歩道 

出入口 

歩道橋 

（葉山町役場入口） 

十
月
入
学
学
部
生
・
大
学
院
修
士
科
目
生

平
成
十
七
年
四
月
入
学
大
学
院
修
士
全
科
生

　

放
送
大
学
で
は
、
テ
レ
ビ
（
Ｕ
Ｈ
Ｆ
）、
ラ

ジ
オ
（
Ｆ
Ｍ
）、
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
、
自
宅
で
学
習
で
き

る
正
規
の
大
学
で
す
。

　

十
五
歳
以
上
の
方
な
ら
学
部
の
選
科
・
科

目
履
修
生
と
し
て
、
十
八
歳
以
上
の
方
な
ら

学
部
の
全
科
履
修
生
、
大
学
院
の
修
士
科
目

生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

◎
学
部

①
全
科
履
修
生（
大
学
卒
業
を
め
ざ
す
学
生
）

②
選
科
履
修
生（
一
年
間
在
学
す
る
学
生
）

③
科
目
履
修
生（
一
学
期
間
在
学
す
る
学
生
）

◎
大
学
院

①
修
士
科
目
生（
一
学
期
間
在
学
す
る
学
生
）

②
修
士
全
科
生（「
修
士
」
の
学
位
の
取
得
を

め
ざ
す
学
生
）

◎
募
集
要
項
配
布

　

六
月
十
五
日（
火
）か
ら

出
願
受
付

　

六
月
十
五
日（
火
）〜
八
月
三
一
日（
火
）

　

九
月
一
日（
水
）〜
九
月
十
六
日（
木
）

　
（
大
学
院
修
士
全
科
生
）

入
学
金　

五
千
円
〜
四
万
四
千
円

授
業
料　

一
単
位　

五
千
円
〜
一
万
円

問
合
せ　

放
送
大
学
神
奈
川
学
習
セ
ン
タ
ー

　

（
〒
二
三
二－

〇
〇
六
一　

横
浜
市
南
区

大
岡
二－
三
一－

一
）

　

�
〇
四
五－

七
一
〇－

一
九
一
〇

放
送
大
学
学
生
募
集

〜
近
隣
諸
国
の
電
波
が
、
日
本
に
届
き

混
信
す
る
の
が
原
因
で
す
〜

　

毎
年
五
月
頃
か
ら
八
月
頃
に
か
け
て
、
東

京
タ
ワ
ー
か
ら
の
テ
レ
ビ
電
波
を
直
接
受
信

し
て
い
る
地
域
で
一
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
三
チ
ャ

ン
ネ
ル
の
画
面
が
時
間
に
よ
っ
て
「
し
ま
模

様
」
と
な
る
症
状
（
Ｅ
ス
ポ
受
信
障
害
）
が

発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

今
の
と
こ
ろ
簡
単
な
改
善
方
法
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
中
継
局
で
受
信
で
き
る
地

域
で
は
、
Ｅ
ス
ポ
受
信
障
害
を
受
け
な
い
Ｕ

Ｈ
Ｆ
電
波
の
受
信
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

な
お
、
障
害
発
生
時
に
は
テ
レ
ビ
の
画
面

に
お
こ
と
わ
り
の
字
幕
を
入
れ
て
、
皆
さ
ま

の
ご
理
解
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
横
浜
放
送
局　

　

�
〇
五
七
〇－

〇
〇－

三
四
三
四
（
全
国

共
通
）

外
国
電
波
に
よ
る

テ
レ
ビ
へ
の
混
信
障
害

日
時　

六
月
二
一
日（
月
）〜
七
月
二
日（
金
）

　
（
土
・
日
は
除
く
）　

九
時
〜
十
六
時

場
所　

教
育
研
究
所
二
階
図
書
資
料
室

問
合
せ　

学
校
教
育
課　

�
内
線
四
三
三

平
成
十
七
年
度
小
・
中
学
校

教
科
用
図
書
展
示
会

消防庁舎出入口消防庁舎出入口 葉山町役場入口交差点葉山町役場入口交差点


